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取付けは、必ず専門業者に依頼してください。

取付前及びご使用になる前に必ずお読みください。
本書はお読みになった後も、本製品の側に置いてご活用ください。

ご使用中にわからないことや、不具合が生じた際に便利です。
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注意

警告 ４.前書き

●１２Ｖ専用�
・本製品は、ＤＣ１２Ｖマイナスアース車両専用です。２４Ｖ車両には取付けない�
でください。

　本製品は、下記の部品で構成されています。取付前に異品・欠品のないことを確認してください。

５.パーツリスト     

６.取付方法

６-１．エレクトロタップの使用方法

６-２．キースイッチコネクタの位置
ステアリング
コラムカバー

ステアリング

キースイッチ

（キーシリンダー）

キースイッチコネクタ

右図のようにステアリングコラムカバ

ーを外してください。

・取外したビス等は、再使用するため

なくさないようにしてください。

・車種によってはキースイッチにコネ

クタが直接つながっている場合があ

ります。
 

注意

　ターボタイマーの取付けには、プライヤ、ドライバ等が必要になります。

取　扱　説　明　書取　扱　説　明　書取　扱　説　明　書取　扱　説　明　書取　扱　説　明　書

ターボタイマー　ｔｙｐｅー１

自動車エンジンの暖気、アフターアイドリング及び計測用

国産車（ＤＣ１２Ｖマイナスアース車両）

４１００１－ＡＫ０１０

キーロックリリースアダプタが必要な車種があります。

商 品 名

用 途

使用可能車種

コ ー ド N o .

備 考

警告

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

品　 　名

ディスプレイユニット�

コントロールユニット

サイドブレーキリード線

回転速度信号検出用リード線

車速信号検出用リード線

両面テープ

エレクトロタップ

タイラップ

コーションシート

取扱説明書

ターボタイマー直付け説明書

車種別配線位置図

数量

１

１

１

１

１

２

３

３

１

１

１

１

備　考

灰色

茶色�

青色

赤色

100mm

６-３．配線

（ノーマルの配線）

ボディアース線
（確実に接続してください。）

（キースイッチコネクタ） 車両ハーネス

タイマーハーネス部

コントロール
ユニット

茶

青

黒

灰

回転速度信号

車速信号

キースイッチ

サイドブレーキスイッチ

（セーフティ回路配線の接続をお読みください。)

６-４．セーフティ回路配線の接続

サイドブレーキ線が１本の場合

（１）ターボタイマーの灰線に付属のサイドブレーキ

  リード線（灰色）を接続してください。

（２）エレクトロタップでサイドブレーキリード線を

　サイドブレーキの配線に接続してください。

サイドブレーキ線が２本の場合

（１)ターボタイマーの灰線に付属のサイドブレーキリード線（灰色）を接続してください。

（２）キースイッチをＯＮにしてください（エンジンは始動させません）。　

（３）サイドブレーキを引いている時０[V]、 解除している時１２[V]になる配線を確認して

  ください。

（４）その線にエレクトロタップでサイドブレーキリード線を接続してください。

６-５．回転速度信号検出用リード線の接続

（１)ターボタイマーの茶線に付属の回転速度信号検出用リード線（茶色）を接続してくだ

  さい。

（２)別冊子の車種別配線位置図から取付ける車両を探出し、その内容を参照してＥＣ

  Ｕを取出します。

（３)車種別配線位置図のコネクタ図の”Ｉ”記号に配線されている線（回転速度信号

  検出用リード線接続箇所）にエレクトロタップを使用して、付属の回転速度信

  号検出用リード線を接続してください。

警告

ディスプレイユニット

●確実に配線する為に、タイマーハーネス(別売)をご利用ください。

●タイマーハーネスの適合は、お買い上げの販売店、または(株)エッチ・ケー・エスお客様

相談室・受注センターにお問い合わせください。

●タイマーハーネスの設定がない車種につきましては、直接取付けるか(ターボタイマー

直付け説明書を参照)、ターボタイマー直付けハーネスキット(別売)をご利用ください。

(１)バッテリのマイナス端子のターミナルを取り外してください。

(２)次の図を参照して、キースイッチコネクタを外し、その中間にタイマーハーネスを接

　続してください。

(３)タイマーハーネスの３Ｐｉｎコネクタをターボタイマーに接続してください。

(４)ボディアース(黒)線を車両ボディアースが取れるビス等に接続してください（ボディア

　ース線を接続する金属部分の塗装・錆をヤスリ等で剥がしてから接続してください）。

(５)ディスプレイユニットのコネクタをコントロールユニットへ接続してください。　

●ターボタイマーがカウントダウン中に誤って車両を走行させると、その後�
ターボタイマーがＯＦＦになりエンジンが停止し、ハンドルやブレーキ操
作ができなくなり事故のおそれがあります。

●バッテリのマイナス端子のターミナルを取り外してから取り付け作業を行っ
てください。
　ショート等による火災及び電装部品の破損・焼損の原因となります。
●ニッサンのＡＴ車でシフトロック機能が装着されている車両は、キーロック
機能を解除しないでください。�
　キーロック機能を解除すると、ＡＴセレクトレバーがパーキング(Ｐ)以外
　の位置でもエンジンキーを抜くことができるため、事故の原因となります。�
●コネクタを外すときは、断線しないようにコネクタを持って外してください。�
ショート等による火災及び電装部品の破損・焼損の原因となります。�

●運転中、ドライバーはターボタイマーの操作をしないでください。ドライバ
ーが操作する場合は、安全な場所に停止してから操作してください。�
　脇見運転は事故の原因となります。�
●ターボタイマー作動によるエンジン運転中、ドライバーはエンジン停止を確�
認するまで、車両から離れないでください。
　事故の原因となります。�
●ターボタイマーを作動させる時は、サイドブレーキを確実に効かせ、ギアが�
ＭＴ車はニュートラルに、ＡＴ車はパーキングの位置にあることを確認して�
ください。
　ギアが他の位置にあると、事故を起こすおそれがあります。�
●換気の悪い車庫や屋内ではターボタイマーを作動させないでください。�
排気ガスによるガス中毒の原因となります。�

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直�
ちに中止し、お買い上げの販売店、または(株)エッチ・ケー・エスお客様相談室
・受注センターまで問い合わせてください。�
そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。�

●何らかの原因でエンジンが止まらなかった場合は、直ちにターボタイマーを�
ＯＦＦにするか、ハーネス等の電源を抜いて動作を止めてください。�
　火災の原因となります。�
●本製品をご使用の際は、コントロールユニットに搭載したリレーの保証容量
以下(２５Ａ以下)で使用してください。
　ターボタイマー作動中にパワーウインド等の電装品を使用すると、火災及�
　び電装部品の破損・焼損の原因となります。　

サイドブレーキ

サイドブレーキ
スイッチ

サイドブレーキリード線

赤色のエレクトロタップ

●換気の良い場所で取付作業を行なってください。
換気の悪い場所で作業すると、爆発及び火災の原因となります。

●本製品及び付属品は運転の妨げになる場所に取付けないでください。
運転操作ができなくなり、事故の原因となります。�

●車内でのコードの配線は、浮きやたるみがないように配線してください。
足を引っ掛けるなど思わぬ事故の原因となります。

●本製品は、ＤＣ１２Ｖマイナスアース車両用です。２４Ｖ車両には使用し�
ないでください。
　火災の原因となります。 　次のページに続く

●本製品の取付けは必ず専門業者に依頼してください。
●本製品及び付属品の加工・分解・改造・修理などの誤使用は絶対に行わな�
いでください。
　感電及び車両の破損・焼損の恐れがあります。
●精密電子機器のため、落としたり、強いショックを与えないでください。
作動不良を起こし、車両を破損する恐れがあります。

●オイル・水等の異物が混入しないようにしてください。
作動不良を起こし、車両を破損する恐れがあります。

●高温になる場所・水等がかかりやすい場所・湿気やほこりの多い場所を避�
けて取り付けてください。
　作動不良を起こし、車両を破損する恐れがあります。
●配線は断線・ショート・誤配線のないように行ってください。
感電及び車両の破損・焼損の恐れがあります。

●エレクトロタップを使用する時は線の被覆を剥がさないでください。
接続不良による車両の破損・焼損の恐れがあります。

●アース線は車両のボディアースをしている金属部分のビス等に直接接続し
てください。
　接続不良による車両の破損・焼損の恐れがあります。
●オートライトシステムが装着されている車両は、ライトスイッチをＯＦＦ�
にしてください。
　ライトスイッチが“ＡＵＴＯ”でターボタイマーを作動させた場合、カ�
　ウントダウンが終了し、ターボタイマーがパワーＯＦＦになり、エンジ
　ンが停止してもライトが消灯せずに、バッテリ上がりを起こす恐れがあ
　ります。
●本製品本来の性能が損なわれている場合には速やかに点検・整備を専門業�
者に依頼してください。

●日常点検はドライバーの責任です。必ず実施してください。
●ディーゼル車は、エンジン回転速度表示／ワーニング機能、オートタイマー機能
　、スピード／スピードピークホールド表示機能、スピードワーニング機能、ゼロ
　ヨンタイム／加速タイム計測機能が使用できません。
●一部ガソリン車には、エンジン回転速度信号のない車両があります。その場合に
は、エンジン回転速度表示／ワーニング機能、オートタイマー機能が使用できま
せん。また車速信号のない車両もあります。その場合には、スピード／スピード
ピークホールド表示機能、スピードワーニング機能、ゼロヨンタイム／加速タイ
ム計測機能が使用できません。
●ワイヤレスドアロックシステムやマイコンプリセットステアリング機能(※)が装
着されている車両は、ターボタイマー作動中に、これらの装置が使用できない場
合があります。
(※)マイコンプリセットステアリング：乗降時に乗り降りしやすいようにハンド
　ルが自動的に上下に動くシステム。イグニッションキーの "ＯＮ／ＯＦＦ”�
　に反応する。

　ターボタイマーｔｙｐｅ－１には、ターボタイマーの機能と充実した計測機能がありま

す。ターボ車において走行後のアフターアイドリングは、タービンのシャフトやベアリン

グ部の焼き付きを防ぐために必要不可欠なものです。ターボタイマーは、このアフターア

イドリングする時間を適切に設定することができます。

●ターボタイマー機能

・マニュアルモード：０～１０分間まで１０秒毎に設定できます。

　[マニュアル１]、[マニュアル２]の２種類を設定できます。

・オートモード：エンジン回転速度を検出し、エンジンの運転状態により０～５分間を

　自動的に設定します。

●スピード／スピードピークホールド表示機能

・現在の車速（０～３９９[km/h]）を表示することができます。また、車速のピーク

値を表示することも可能です。

●スピードワーニング機能

・車速のワーニング値（１０～３９０[km/h]）を設定することが可能です。

●エンジン回転速度／エンジン回転速度ピークホールド表示機能

・現在のエンジン回転速度（０～９９９０[r/min]）を表示することができます。

また、エンジン回転速度のピーク値を表示することも可能です。

●エンジン回転速度ワーニング（シフトアップインジケータ、レッドゾーンインジケータ）機能

・エンジン回転速度のワーニング値（１０００～９９００[r/min]）を設定することが

可能です。�

●ゼロヨンタイム（区間タイム）／加速タイム計測機能

・オートスタート（車速感応方式）、マニュアルスタートにより下記の区間タイムの計

測が可能です。中間加速タイムも計算できます。

０-１００[m]　 、０-２００[m]　 、０-４００[m]　 、２００-４００[m]

０-１００[km/h]、０-１５０[km/h]、０-２００[km/h]、５０-１００[km/h]

１００-１５０[km/h]

●ストップウォッチ・ラップタイム計測機能

・時間計測やラップタイム計測が可能です。

●バッテリ電圧表示／バッテリ電圧ピークホールド表示機能

・現在のバッテリ電圧(１０～１６[Ｖ])を表示することができます。またバッテリ電圧�

のピーク値を表示することも可能です。

●バッテリ電圧ワーニング機能（上限値・下限値）

・バッテリ電圧のワーニング値(１０～１６[Ｖ])を設定することが可能です。

●大型液晶パネル表示

・ホワイトＬＥＤバックライトにより通常はホワイト表示、タイマー作動中や各ワーニ

ング機能作動中にはＬＥＤバックライトは点滅します。

●セーフティ回路機能

・セーフティ回路機能は、ターボタイマー作動中に誤って走行することを防止します。

作業者又は使用者が傷害を負う危険が想定される場合（人損）
拡大物損の発生が想定される場合（拡大物損とは、当該製造物�
が原因で誘発された物的損害〔例えば車両の破損及び焼損〕）�

　本書では、下記のような記号を使用し、お客様への危険レベルを示しています。�
本製品を正しくご使用いただくために下記の注意事項を必ず厳守してください。

Ａ

Ｂ

Ｃラッチ（１） （２） （３）

ストッパー 車両側の線

Ｃ
Ａ

信号側検出用の線

ラッチ

●本書は本製品を安全に使用していただき、あなたや他の人々への危険や損害を
未然に防止するために守っていただきたい注意事項を示しています。�

●本製品はノーマル車両及びＨＫＳ製品取付車両を基準に開発されております。以
上の車両以外に取付けた場合は、本製品の機能・性能及び安全性について保証
いたしかねます。�

●消耗部品や紛失部品及び本書のご注文は、お買い上げの販売店または(株)エッ
チ・ケー・エスお客様相談室・受注センター（本書の最後に記載してあります）にお
問い合わせください。部品を発注する際は、商品名・コードNo.・車両形式・エンジン
形式を注文先にお伝えください。

●お客様、又は第三者が本製品及び付属品を誤使用したことにより受けた損害に
ついては、当社は一切責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

●本製品は、ＤＣ１２Ｖマイナスアースの国産車のみに使用可能です。
●本製品の仕様は、付属品を含め、改良のため予告なく変更することがあります。
●本書は予告なく改版することがありますので、あらかじめご了承ください。
●本製品は日本国内での使用を目的に設計されたものです。海外では使用しない

でください。
This product is designed for use in Japan only.�
It must not be used in any other country.

 この度は、ＨＫＳターボタイマーをお買い上げいただき誠にありがとうございます。�

　 本製品を安全に使用していただき、かつ機能を充分に発揮させるために、取付前及び

使用する前に本書をお読みください。

●セーフティ回路の配線は必ず行ってください。
配線しないとターボタイマーは作動しません。

●取付け完了後に、セーフティ回路の作動確認を行ってください。
●ボディアース線（黒色）は絶対に電源系（ＩＧ・＋Ｂ・ＡＣＣ）の線に接
続しないでください。
　誤って接続するとターボタイマーが破損する恐れがあります。

(１)上図に示すようにＡのストッパーがついていない溝に車両側の線を置き、ＢをＡ

　側に折り曲げ、プライヤ等でラッチが噛むまで締込んでください。

(２)信号検出用の線をストッパに当たるまで差し込んでください。

(３)ＣをＡ側に折り曲げ、プライヤ等を使用してラッチが噛むまで締込んでください。

(４)本製品の配線を軽く引っ張り、抜けないことを確認してください。

３Ｐｉｎコネクタ



－６－ －８－－５－
［禁無断複写・転載］ｃ（株）エッチ・ケー・エス

　本製品の取付後、下記の項目に従って取付作業に間違いのないことを確認してください。

７.取付後の確認　　          　　　　　

６-８．取付後の作業

（１）取外した純正部品を元通りに取付けてください。

（２）バッテリのマイナス端子のターミナルを元通りに取付けてください。

以下によりターボタイマー機能及びセーフティ回路の作動を確認してください。

７-３．セーフティ回路の作動確認

７-２．エンジン始動後の確認(アイドリング運転で行ってください。)

確　認　項　目

部品による干渉音はないか。

ハーネスが引っ張られていないか。

エンジンが停止した後、各部が緩んでいないか。

確　認

確　認　項　目

ボルト・ナット類を締め忘れていないか。

ハーネス及び取付けた部品が、他の部品と干渉していないか。

ハーネスは確実に固定されているか。

接続箇所は間違っていないか。

エレクトロタップは指定のものを使用し、確実に噛み込ませているか。

本製品が運転の妨げにならない場所に確実に固定されているか。

バッテリのマイナス端子のターミナルを元通りに取付けてあるか。

確　認

７-１．取付後の作業

●作動確認は必ずフットブレーキを踏んだ状態で行ってください。
　また、周囲に人がいない事を確認してから行ってください。  

注意

km/h

  PK km/h

②車速のピーク値を表示する：スピード表示モードの時　　「上キー」を押すと、車速�

　表示とピーク値表示が交互に切替わります。スピードピーク表示モードでは、ＰＫ 

　　　　　　　　　　　　　　が点灯します。ピーク値表示中に　　「上キー」を長押

　　　　　　　　　　　　　　しするとピーク値がクリアされ、現在の車速がスピード

　　　　　　　　　　　　　　ピーク値になります。

　確認１

(１)エンジンを始動しイグニッションキーがＯＮであることを確認してください。

(２)マニュアルタイマー設定時間を３０秒以上にしてください。

(３)サイドブレーキを引いていることを確認し、フットブレーキを踏んでください。

(４)イグニッションキーをＯＦＦにして、ターボタイマーが作動していることを確認

　　してください。

(５)１０秒後サイドブレーキを解除してください。この瞬間にターボタイマーがパワ

　　ーＯＦＦになり、エンジンが停止すれば“作動正常”です。

６-６．車速信号検出用リード線の接続
（１)ターボタイマーの青線に付属の車速信号検出用リード線（青色）を接続してく

    ださい。　

（２)車種別配線位置図のコネクタ図の“Ｓ”記号に配線されている線（車速信号検出

　　用リード線接続箇所）にエレクトロタップを使用して、車速信号検出用リード線
　　を接続してください。

注意

（１）取付位置の汚れ（ほこりや水、油分等）を中性洗剤等で取除いてください。

（２）両面テープを使用して取付けてください。

（３）タイラップでハーネスを適所に固定してください。

警告

６-７．ディスプレイユニット・コントロールユニットの固定方法

●ディスプレイユニット・コントロールユニットを固定した時、タイマーハー
　ネス・ＥＣＵ等からのリード線類が引っ張られた状態・ねじれ・ペダル類や
　他のケーブル・コード類に干渉しないことを確認してください。
　　操作不良・作動不良を起こして車両を破損したり、運転操作ができなくな
　　り、事故の原因となります。
●両面テープの粘着面に手を触れたり、ほこり等を付けたりしないでください。
　また、木・布等の部分、強い曲面への貼付や、両面テープの張り直しは脱落�
　の原因となります。
　　作動不良を起こして車両を破損したり、運転操作ができなくなり、事故の
　　原因となります。

●本製品は、直射日光の当たる場所やヒーターの出口等の高温になる場所・
　水がかかりやすい場所・不安定な場所を避けて取り付けてください。
　　作動不良を起こし、車両を破損するおそれがあります。また、ケースが
　　変形する恐れがあります。

　確認２

(１)エンジンを始動しイグニッションキーがＯＮであることを確認してください。

(２)マニュアルタイマー設定時間を３０秒以上にしてください。

(３)フットブレーキを踏み、サイドブレーキを解除してください。

(４)イグニッションをＯＦＦにしてください。この瞬間にターボタイマーがパワー

　　ＯＦＦになり、エンジンが停止すれば“作動正常”です。

sec V
TMWR
1 2

STPK km/h
mph

r/min

８.各部の名称と働き　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⇒

②

⑤① ⇒

⇒

⇒

④

⇒

① 　　[センターキー]：モード内でのスタート／ストップに使用します。また、作

　　　　　　　　　　　 動中の動作を停止することができます。

　　　　　　　　　　　(タイマー作動中にエンジンを停止したい時に使用します。)

② 　　[上キー]：各モード内での設定と選択に使用します。

③ 　　[下キー]：各モード内での設定と選択に使用します。

　　　　　　　　(メインモード時に長押しすることで、セットアップモードへ移動�

　　　　　　　　 することができます。)

④ 　　[左キー]：各モードへの移動に使用します。�

　　　　　　　　(セットアップモード時に長押しすることで、メインモードへ移動�

　　　　　　　　 することができます。)

⑤ 　　[右キー]：各モードへの移動に使用します。

⑥ [モード表示部]：モードの内容を表示します。

⑦ [数値表示部]：数値を表示します。

⑧ [単位表示部]：単位を表示します。

⑥ ⑦ ⑧
⇒⇒⇒

③

９.作動及び操作説明　　　　　　　　　　　　　　　

     　　　　　

　全ての操作をイグニッションがＯＮの状態で行います。

モード選択

　ターボタイマーには下図に示す７つのメインモードがあり、さらにその中にサブモー

ド及びセットアップモードがあるものもあります。各モードは、タイマー非動作中に切

替えることができます。

●他のモードを表示した状態からのタイマー作動

　・タイマーモード以外のモードを表示した状態(ＯＦＦモードを除く)でイグニッショ

　　ンをＯＦＦにすると、自動的に前回設定のタイマーモードに入り、タイマーが作動

　　を開始します。

sec 
TM
  2

②マニュアルモード２：ＴＭ２が点灯し、０～１０分間までの値を設定できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　「上キー」(アップ)または　　「下キー」(ダウン)

　　　　　　　　　　　　　　を押して、任意のタイマー作動時間を設定します（設定

　　　　　　　　　　　　　　値は１０秒毎です）。　　　　　　　 【初期値：１分】

(２)タイマー作動（カウントダウン）
・イグニッションをＯＦＦにすると、ターボタイマーは設定時間でカウントダウンを

　開始し、アフターアイドリングを行います。

・カウントダウンは１秒毎に行います。同時にターボタイマーのバックライトが点滅

　し、ブザーが鳴ります。

・表示が０．００secになるとエンジンは停止し、ターボタイマーはパワーＯＦＦと

　なり、タイマー作動は終了します。
●タイマーＯＦＦ機能

　・タイマー作動中に　　「センターキー」を長押しすると、タイマー作動は停止しタ

　　ーボタイマーはパワーＯＦＦ、エンジンは停止します。ただし、次回イグニッショ

　　ンをＯＮした時、ターボタイマーは自動的にパワーＯＮになり、前回のモードに戻

　　ります。

９-２．スピード表示モード

　スピード表示モードでは、現在の車速または車速のピーク値を表示します。またスピ�

ードワーニング値の設定、ワーニングのＯＮ／ＯＦＦの切替え等も行います。�

(１)車速表示�

　①車速を表示する：　　or　　「左キー or 右キー」を押して、スピード表示モードを�

　　選択します。k m / h  が点灯します。

　　　　　　　　　　　　　　　走行を開始すると車速が表示されます(純正のスピード

　　　　　　　　　　　　　　　メータと誤差がある場合もあります)。　

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【表示最大値：３９９[km/h]】

－７－

sec
TM
1

①マニュアルモード１：ＴＭ１が点灯し、０～１０分間までの値を設定できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　「上キー」(アップ)または　　「下キー」(ダウン)

　　　　　　　　　　　　　　を押して、任意のタイマー作動時間を設定します(設定

　　　　　　　　　　　　　　値は１０秒毎です）。　　　　　　 【初期値：３０秒】

(１)アフターアイドル時間の設定

タイマーモードの時　　「下キー」を長押しすると、セットアップモードへ移動します。

９-１．タイマーモード

　　

オートモードについて

・検出したエンジン回転速度からエンジンの運転状態を把握し、０～５分間のタイマ

　ー作動時間を自動で設定します(エンジン回転速度が１５００[r/min]以下では、タ�

　イマー作動時間は０．００secのままです)。

・イグニッションをＯＮにした時、モード表示の１，２が点滅していればオートモー

　ドの準備完了です。

・エンジンを始動後、ターボタイマーがエンジン回転速度信号を検出すると、１，２

　が消灯します。

・エンジン回転中にオートモードに切替えると １または ２が消灯し、オート時間を

　表示します。 

・急加減速時に１，２が点滅する場合がありますが正常です。

【操作モード一覧】

３.エンジン回転速

　 度表示／エンジ

 　ン回転速度ワー

　 ニングモード

エンジン回転速度

表示モード

エンジン回転速度

ピーク値表示モード

エンジン回転速度ワーニング

ＯＮ／ＯＦＦ

エンジン回転速度ワーニング１設定

エンジン回転速度ワーニング２設定

エンジン回転速度学習

２.スピード表示／�

　 スピードワーニ

 　ングモード
スピードピーク値

表示モード

スピードワーニング値設定

スピード表示モード スピードワーニングＯＮ／ＯＦＦ

車速学習

車速単位設定

１.タイマーモード

オートモード オートモードＯＮ／ＯＦＦ

マニュアル１設定

マニュアル２モード

マニュアル１モード

マニュアル２設定

４.ゼロヨンタイム

　 計測モード

・0-100 [m]
・0-200 [m]
・0-400 [m]
・200-400 [m]
・0-100 [km/h]
・0-150 [km/h]
・0-200 [km/h]
・50-100 [km/h]
・100-150 [km/h]

・0-60 [foot]

・0-1/8 [mile]

・0-1/4 [mile]

・0-60 [mph]

車速単位が
[km/h]の時

車速単位が
[mph]の時

５.ストップウォッチモード　

６.バッテリ電圧表
 　示／バッテリ電
　 圧ワーニングモ
 　ード

バッテリ電圧表示
モード

バッテリ電圧ピーク
値表示モード

バッテリ電圧ワーニングＯＮ／ＯＦＦ

バッテリ電圧ワーニング１設定

バッテリ電圧ワーニング２設定

７.ＯＦＦモード　

 
 　　「左キー」

　　  or
　　「右キー」
 で項目切替え。

　　「上キー」�

 で項目切替え。

 

 

「下キー」を長押しでセットアップモードへ。

「左キー」or　　   「右キー」で項目切替え。　　
　　  
「左キー」を長押しでメインモードへ。

【セットアップモード】
【サブモード】

【メインモード】

 

③オートモードのＯＮ／ＯＦＦ：　　or　　「上キー or 下キー」を押すと、オートモ

　ードのＯＮ／ＯＦＦが交互に切替わります。ＴＭ が点灯し、ＯＮの時“ＯＮ”、ＯＦＦ

　　　　　　　　　　　　　　の時“ＯＦＦ”を表示します。回転速度信号検出用リー

　　　　　　　　　　　　　　ド線を配線していない場合、ＯＦＦに設定します。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【初期設定：ＯＮ】
sec

TM

　タイマーモードでは、アフターアイドリングの時間を設定します。　　or　　�

「左キー or 右キー」を押して、タイマーモードを選択します。ＴＭが点灯し

ます。　　「上キー」を押して、マニュアル１モード、マニュアル２モード、

オートモードを選択します。　 　　　　　 【初期設定：マニュアル１モード】

・ワーニング１またはワーニング２を選択し、　　「上キー」(アップ)または　　「下

　キー」(ダウン)を押して、エンジン回転速度ワーニング値の設定を行います。

　( 設定値範囲は、１０００～９９００[r/min]で１００[r/min]毎です。)

・ワーニング１の設定は、ワーニング２の設定値を超えることはできません。

・エンジン回転速度がワーニング１の設定値以上になると、表示部のバックライト（ホ

　ワイト）が点滅し、ブザーを“ピッ・ピッ・ピッ”と鳴らして、シフトタイミングを�

　知らせます。

・エンジン回転速度がワーニング２の設定値以上になると、バックライトが激しく点滅

　して、ブザーを“ピピピ”と鳴らしてエンジン回転速度のワーニングを知らせます。

・ワーニング作動中に　　「センターキー」を押すとワーニングがＯＦＦになります。

●エンジン回転速度の学習　

　純正タコメータとターボタイマーのエンジン回転速度表示が大きく異なる（エンジン

　気筒数の違いにより生じた誤差）場合、エンジン気筒数の学習が必要です。

　学習方法　（運転中のドライバーは操作しないでください。）�

　①エンジン回転速度表示モードの時、　　「下キー」を長押ししてセットアップモー

　　ドへ移動します。　　「左キー」を１回押してエンジン回転速度学習モードを表示

　　します(２０００[r/min]と表示します)。

　②　　「センターキー」を押すと学習モードを開始し、２０００[r/min]の点滅表示

　　になります。

　③エンジンを始動し、純正のタコメータで２０００[r/min]の時に再度　　「センタ

　　ーキー」を押すとブザーが鳴り、学習が完了します。

　④学習完了後、エンジン回転速度表示モードへ入り、現在のエンジン回転速度を表示

　　します。

　※学習エラー：学習モードへ入ってから２分経過すると、ブザーが鳴りエンジン回転

    速度表示モードに戻ります。

９-３．エンジン回転速度表示モード

　エンジン回転速度表示モードでは、エンジン回転速度またはエンジン回転速度のピー

ク値を表示します。また、エンジン回転速度ワーニング値の設定、ワーニングのＯＮ／

ＯＦＦの切替え等も行います。�

�

①エンジン回転速度の表示：　　or　　「左キー or 右キー」を押してエンジン回転速

　度表示モードを選択します。r/min が点灯します。�

　　　　　　　　　　　　　　エンジン始動後エンジン回転速度が表示されます。�

　　　　　　　　　　　　　　（純正のタコメータと誤差がある場合もあります。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【表示最大値：９９９０[r/min]】r/min
�

②エンジン回転速度ピーク値の表示：エンジン回転速度表示モードの時、　　「上キー�

　」を押すとエンジン回転速度ピーク値を表示ます。ＰＫ が点灯します。�

                             　  「上キー」を押す毎に、エンジン回転速度表示とエ

　　　　　　　　　　　　　　ンジン回転速度ピーク値表示が交互に切替わります。ピ

　　　　　　　　　　　　　　ーク値表示中　　「上キー」を長押しするとピーク値が

クリアされ、現在のエンジン回転速度がエンジン回転速度ピーク値になります。

  PK

r/min

(１)エンジン回転速度表示

(２)エンジン回転速度ワーニング設定�

①エンジン回転速度ワーニングのＯＮ／ＯＦＦ：エンジン回転速度表示モードの時、

　　　「下キー」を長押しして、セットアップモードへ移動します。　　or　　「上キ

　ー or 下キー」を押すと、回転速度ワーニングのＯＮ／ＯＦＦが交互に切替わります。

　　　　　　　　　　　　　　ＷＲが点灯しＯＮの時”ＯＮ”、ＯＦＦの時”ＯＦＦ”

                             を表示します。　　 　　　　　　【初期設定：ＯＦＦ】  WR

r/min
�

②ワーニング値の設定：エンジン回転速度ワーニングのＯＮ／ＯＦＦ設定画面から、　

　　　「右キー」を１回押すとワーニング１、もう一回押すとワーニング２の設定画面�

　を表示します。ワーニング１設定画面の時 ＷＲ１ が点灯し、ワーニング２設定画面

　の時 ＷＲ２ が点灯します。

  WR
1 r/min

ワーニング１( ＷＲ１点灯)はシフトアップインジケー�

タです。　　　　　　　　【初期値：５０００[r/min]】

ワーニング２( ＷＲ２点灯)はレッドゾーンインジケー�

タです。　　　　　　　　【初期値：８０００[r/min]】  WR
  2 r/min

　

●車速の学習

　　純正のスピードメータとターボタイマーのスピード表示が大きく異なる（パルス数の違い

　により生じた誤差）場合、スピードセンサパルス数の学習が必要です。

　学習方法　（運転中のドライバーは操作しないでください。）

　①スピード表示モードの時　　「下キー」を長押しするとセットアップモードへ移動します。

　　その後　　「右キー」を２回押すと車速学習モードになります(４０[km/h]と表示します)。�

　②　　「センターキー」を押すと学習モードがスタートし、４０[km/h]の点滅表示になり

　　ます。

　③実走行し、純正のスピードメータで４０[km/h]時に、再度　　「センターキー」を押す

　　とブザーが鳴り、学習が完了します。�

　④学習完了後、スピード表示モードに入り、現在の車速を表示します。

　　※学習エラー：学習モードに入ってから２分経過すると、ブザーが鳴りスピード表示モー

      ドに戻ります。　

②スピードワーニング値の設定：スピードワーニングのＯＮ／ＯＦＦ設定画面から　　

     「右キー」を１回押すとスピードワーニング値の設定画面に移動します。

　　　　　　　　　　　　　　ＷＲ が点灯します。　 「上キー」(アップ)または　　

　　　　　　　　　　　　　　「下キー」(ダウン)を押して、任意のスピードワーニング

　　　　　　　　　　　　　　 値を設定します(設定値範囲は１０～３９０[km/h]で、１０

                                [km/h]毎です)。                 【 初期値：４０[km/h]】

　・車速が設定した速度以上になると表示部分のバックライト(ホワイト)が点滅し、ブザ�

　　ーを鳴らしてワーニングを知らせます。

　・ワーニング作動中に　　「センターキー」を押すと、ワーニングがＯＦＦになります。

  WR

km/h

①スピードワーニングのＯＮ／ＯＦＦ：スピード表示モードの時　　「下キー」を長押�

　しすると、セットアップモードへ移動します。　　or　　「上キー or 下キー」を押�

　　　　　　　　　　　　　　すと、スピードワーニングのＯＮ／ＯＦＦが交互に切替

　　　　　　　　　　　　　　わります。 ＷＲ が点灯し、ＯＮの時“ＯＮ”、ＯＦＦ

　　　　　　　　　　　　　　の時“ＯＦＦ”を表示します。　【 初期設定：ＯＦＦ】

(２)スピードワーニング設定

  WR

km/h

③車速単位の設定：スピードワーニングのＯＮ／ＯＦＦ設定画面から　　「右キー」を

　３回押すと、車速単位の設定画面に移動します。　　or　　「上キー or 下キー」を

　押すと、km/h表示とm p h表示が交互に切り替わります。km/h表示の時 km/h が点�

　灯し、m p h表示の時 m p hが点灯します。 　　　　　　　　　　 【初期設定：km/h】



－９－

［禁無断複写・転載］ｃ（株）エッチ・ケー・エス

　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に下記の症状と照らし合わせ

て、配線等の確認をしてください。

１１.故障と思う前に     

イグニッションをＯＮに

しても表示部が点灯しな

い。

イグニッションのＯＮ／

ＯＦＦに関係なく表示部

が点灯する。

イグニッションキーの

ＯＦＦと同時にエンジン

が停止する。

（カウントダウンせず）

（カウントダウンする）

ＯＦＦモードになっている。

タイマーハーネスのコネクタ接続

不良。

アース線が確実に接続されていな

い。

緑線が車両側＋Ｂ（常時電源）線

に接続されている。

設定時間が”０．００”になって

いる。

セーフティ回路の配線を行ってい

ない。

サイドブレーキが効いていない。

バッテリが弱っている。

緑線が確実に接続されていない。

他社製ハーネスを使用している。

確認事項・対策

イグニッションをＯＮにして、 　or
「左キー or 右キー」を押す。

タイマーハーネスのコネクタを確実に接続

する。

アース線を確実にボディアースする。

塗料やサビ等を除去する。

緑線を車両側のＩＧ線に接続する。

ターボタイマーの設定時間を１０秒以上に

設定する。

６－４．セーフティ回路配線の接続(Ｐ．４)

を参照して配線を行う。

サイドブレーキを確実に効かせる。

バッテリ電圧の確認をする。

ターボタイマーの緑線を車両のＩＧ線に確

実に接続する。

ＨＫＳタイマーハーネスを使用する。

症  状 原  因

１７.改正の記録

Ｖｅｒ．　 　年／月　 　記載変更された内容

 ３－１．０１　  ２００８／７　  初版

　故障の際は、保証書に必要事項が記入・捺印されていることを確認し、修理を依頼して

ください。

１２.異常・故障時の対応

警告

注意

●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼し
てください。

●走行中、車両に異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザーマニ
ュアルに従って対処してください。

－10－ －11－ －12－

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直
ちに中止し、お買い上げの販売店、または(株)エッチ・ケー・エスお客様相談室�
・受注センターまでお問い合わせください。
そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

１５.本製品の仕様

１４.譲渡等の際の注意

　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのために本取扱説明書等を一緒にお渡しく

ださい。

　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業

者に本取扱説明書をお渡しください。

１３.アフターサービスについて     

　本製品に関するお問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購�

入、保障期間経過後の修理、また、お客様の不注意等により修理が必要となった場合

は、お買い上げの販売店、または(株)エッチ・ケー・エスお客様相談室・受注センタ

ーへお気軽にお問い合わせください。

●作動保証電圧‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥DC10～16V

●作動可能温度‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥-20～60℃

●最大待機電流‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10mA以下

●外形寸法 　ディスプレイユニット‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥22.5×89.5×13.0mm

　コントロールユニット‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥21.0×80.0×69.0mm�

１０.オプションパーツリスト
　　本製品には、下記のようなオプションパーツが準備されています。必要に応じてご利

用ください。

番号

１

２

３

４

コード№

4101-RA003

4101-RA004

4104-RA002

4103-RA001

品　 　名

キーロックリリースアダプタ

キーロックリリースアダプタ

タイマーアダプターハーネス

ターボタイマー直付けハーネスキット

備考

Y33用

９-８．サイドブレーキ

　サイドブレーキによるセーフティ回路は、以下のように作動します。

①サイドブレーキを効かせない状態で、イグニッションをＯＦＦにする（ＯＦＦモード、

　タイマー作動時間が０．００ｓｅｃでない状態）とタイマー作動は行わずにエンジン

　が停止します。

②タイマー作動中にサイドブレーキを解除すると、タイマー作動は停止し、エンジンが

　停止します。

　ＯＦＦモードでは、すべての表示、バックライトが消灯し、ターボタイマーはパワー

ＯＦＦになります。�

●ＯＦＦモード表示中にイグニッションをＯＦＦにすると、タイマー作動は行わず、エ

ンジンが停止します。�

●ＯＦＦモード表示中にイグニッションをＯＦＦにした場合、次回イグニッションを

ＯＮにした時には、ＯＦＦモードに入る（パワーＯＦＦ）ため、すべての表示、バッ

クライトは消灯したままになります。

９-７．ＯＦＦモード９-５．ストップウォッチモード

　時間の計測とラップタイム計測を行い、ゼロヨンタイム計測モードと同じ表示方法

で計測値を表示します。

(１)　　or　　「左キー or 右キー」を押して、ストップウォッチモードを選択しま

　す。ＳＴ が点灯します。

�

�

�

�

(２)時間計測

①開始

　「センターキー」を押して計測を開始します。

②停止

　時間計測中に　　「センターキー」を押して、計測を停止します。

③継続開始と計測値のリセット

　時間計測停止中に　　「センターキー」を押すと、計測を継続開始します。

　「上キー」を長押しすると計測値がリセットされます。リセットを行った場合

　、①に戻って、再度計測の開始ができます。

(３)ラップタイム計測

①開始

　「センターキー」を押すと、１回目のラップタイム計測を開始します。表示は�

　時間計測の時と同じです。

②１回目の計測の終了と２回目の計測の開始

　ラップタイム計測中に　　「上キー」を押すと１回目の計測を終了し、同時に２回

　目の計測を開始します。表示は１回目の計測結果を表示し、ｓｅｃ が点滅に変わ

　ります。

③２回目以降の計測の終了と開始 

　ラップタイム計測中に　　「上キー」を押すと、２回目の計測を終了し、同時に３

　回目の計測を開始します。３回目以降は同じ方法で計測の終了と開始を繰り返し行

　っていきます。表示は　　「上キー」を押した時点で終了した計測結果を表示し、

　ｓｅｃ が点滅し続けます。

④終了

　ラップタイム計測中に　　「センターキー」を押すと、ラップタイム計測が終了し�

　ます。表示は　　「センターキー」を押した時点で終了した計測結果を表示し、�

　ｓｅｃ が点灯に変わります。

●計測値の最大値は１０分です。１０分以上になると 　表示になります。

●計測値の表示方法は、９－４.(４)計測値の表示 を参照してください。

sec

ST

オートスタートの場合

・走行を開始すると自動的に計測を開始します。

・設定した距離または速度に達すると計測が自動的に終了し、ブザーを鳴らして計測

終了を知らせます。

マニュアルスタートの場合

・ 「センターキー」を押すと３・２・１とカウントダウンを開始し、“ピーー”

というブザー音と共に、計測を開始します。

●２００－４００[ｍ]計測

①車両を停止させます（車両が停止しなければ、表示の数字は点灯したままとなり、

　計測を開始できません）。

②車両が完全に停止すると計測準備は完了し、表示の数字が点滅して準備完了を知ら

　せます。

③走行を開始して走行距離が２００[ｍ]に達すると、計測を開始します。

④走行距離が４００[ｍ]に達すると、計測が自動的に終了します。

●５０－１００[km/h]、１００－１５０[km/h]計測

①５０－１００[km/h]の場合は５０[km/h]以下、１００－１５０[km/h]の場合は

　１００[km/h]以下の速度で、それぞれの計測モードを選択します。０．００が点

　滅表示になり、準備が完了します（車速が計測開始速度以下になっていないと、

　表示になり、計測できません）。

②車速が計測開始速度に達すると、ブザーを鳴らして計測開始を知らせます。

③計測終了速度に達すると計測が自動的に終了し、ブザーを鳴らして計測終了を知ら

　せます。

(４)計測値の表示

・６０秒未満は小数点以下２桁秒まで表示します。下図は計測値１２秒４８を示して

います。�

�

�

・計測値が６０秒以上の場合、分と小数点以下２桁秒までとを交互に表示します。

下図は計測値８分１２秒４８を表示しています。�

�

�

�

・計測値の最大値は１０分です。１０分以上になると 　表示になります。

(５)リセット／再開

・計測終了後、　　「上キー」を長押しして計測表示値をリセットします。(３)の手

　順で再度、計測を開始できます。

●前回の計測値の表示

・計測終了後、 　「上キー」を押すと、前回の計測値を２秒間表示します。

sec

sec sec

９ -４．ゼロヨンタイム計測モード

　ゼロヨンタイム計測モードでは、区間タイム、中間加速タイムの計測を行います。

(１) or 　「左キー or 右キー」を押して、ゼロヨンタイム計測モードを選択し

ます。�

(２)計測モードの選択：　　「下キー」を長押しして、セットアップモードに移動し

　ます。　　or　　「上キー or 下キー」を押して、下記のモードから選択します。

【車速単位：km/hの場合】

 ０－１００[ｍ]　  ０－２００[ｍ]　  ０－４００[ｍ]

 ０－１５０[km/h]　  ０－１００[km/h]　  ２００－４００[ｍ] 

 ０－２００[km/h]　  ５０－１００[km/h]　  １００－１５０[km/h] 

　０－６０[foot]　  ０－１／８[mile]

　０－６０[m p h ]　 　０－１／４[mile]

【車速単位：m p hの場合】

(３)計測開始と終了

【車速単位：km/hの場合】

　０－１００[ｍ]、０－２００[ｍ]、０－４００[ｍ]、０－１００[km/h]、

　０－１５０[km/h]、０－２００[km/h]計測�

【車速単位：m p hの場合】�

　０－６０[foot]、０－１／８[mile]、０－１／４[mile]、０－６０[mph]計測

①車両を停止させます。（車両が停止しなければ、表示の数字は点灯したままとなり、

　計測を開始できません）。

②車両が完全に停止すると計測準備は完了し、表示の数字が点滅、ブザーを鳴らして

　準備完了を知らせます。

③計測開始には、オートスタートとマニュアルスタートがあります。０．００の点滅

　表示中、　　「センターキー」を押すとマニュアルスタートになり、スイッチ操作

　をしなければオートスタートになります。

注意

●本製品を取外した後、車両側の線は必ず絶縁してください。
ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

１６.用語の説明
専門業者　 　：お買い上げの販売店及び取付を依頼する整備工場・ショップ。

コードNo.　  ：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。

ユーザーマニュアル　　：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。

点検・整備　 　：安全に運転するために、本製品及び自動車全体の機能・性能を確認し、不具合

　部位を修理・調整すること。

日常点検　 　：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目は、ユーザーマニュア

　ルに従ってください。

ノーマル車両　 　：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故を起こした

　ことのない、以上の条件を満たす車両。

高温になる場所　 　：温度上昇の高いところ。

　例、直射日光の当たるところ・ヒーターの吹出し口の近傍。

誤使用　 　：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤使用。

電装部品　 　：車両の電気・電子部品。

ＥＣＵ　 　：エンジン・コントロールユニット。

９-６．バッテリ電圧表示モード

　バッテリ電圧表示モードでは、現在のバッテリ電圧、またはバッテリ電圧のピーク

値を表示します。またバッテリ電圧ワーニング値の設定、ワーニングのＯＮ／ＯＦＦ

の切替え等も行います。

(１)バッテリ電圧の表示

　or　　「左キー or 右キー」を押してバッテリ電圧

　表示モードを選択します。Ｖ が点灯し、現在のバッテ

　リ電圧を表示します。 

(２)バッテリ電圧ピーク値の表示

　 「上キー」を押すと、バッテリ電圧表示とピーク値表

　  示が交互に切替わります。バッテリ電圧ピーク値表示モ

 ードではＰＫが点灯します。ピーク値表示中　　「上キ

　　ー」を長押しするとピーク値がリセットされ、現在のバッテリ電圧がピーク値になります。

(３)バッテリ電圧ワーニング設定　　

①ワーニングのＯＮ／ＯＦＦ：バッテリ電圧表示モードの時、　　「下キー」を長押

　しするとセットアップモードに移動します。　　or　　「上キー or 下キー」を押

　すとバッテリ電圧ワーニングのＯＮ／ＯＦＦが交互に切替わります。�

　ＷＲが点灯しワーニングがＯＮの時”ＯＮ”、ＯＦＦ

　　　　　　　　　　　　　　の時”ＯＦＦ”を表示します。 【初期設定：ＯＦＦ】

�

②バッテリ電圧ワーニング値設定：セットアップモード時に　　or　　「左キー or �

　右キー」を押してワーニング設定モードを表示します。ワーニング１設定画面のと

　き ＷＲ１ が点灯し、ワーニング２設定画面のとき ＷＲ２ が点灯します。
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●ワーニングがＯＮの時、バッテリ電圧がワーニング１の設定電圧以下、またはワー

ニング２の設定電圧以上になると、バックライト(ホワイト)が点滅し、ブザーを鳴

らしてワーニングを知らせます。

●ワーニング作動中に 　「センターキー」を押すと、ワーニングがＯＦＦになりま

す。

●９Ｖ以下になると全ての表示、バックライトが消灯し、ターボタイマーはパワー

ＯＦＦになります。

　「上キー」(アップ)または　　「下キー」(ダウン)を押して、バッテリ電圧ワー

　ニング値の設定を行います( 設定値範囲は１０～１６[Ｖ]で、０．１[Ｖ]毎です)。

ワーニング１は、ワーニング電圧の下限値を設定しま

す。ワーニング２の値より低い値のみ設定できます。

　【初期値：１０[Ｖ]】　　�

ワーニング２は、ワーニング電圧の上限値を設定しま

す。ワーニング１の値より高い値のみ設定できます。

　【初期値：１６[Ｖ]】
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